
（別紙１） 

富山大学経済学部入学試験実施状況（志願状況） 
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（別紙 2） 

学生確保に向けた具体的な取り組み状況 

 

○ 地域の初等中等教育との連携状況 
高校への出張講義及び進学相談会のほか，職業科との連携が経済学部としては他学部にはない重

要な特徴である。職業科を主たる対象とする推薦入試，職業科への進学説明会，職業科の推薦入

学者対象の入学前準備学習（数学，英語）を実施してきた。 

また，探究科との連携についても，高校側からの要請に応じて，高校の授業の一部を担っている。 

・ 高等学校への出前講義・講演会等 

年度 
派遣 
機関数 

派遣 
教員数 

備  考 

平成 25 年度 33 33  
平成 26 年度 42 43  
平成 27 年度 55 62  

 
・ 平成 27 年度 出張ガイダンス，進学相談会及び出張講義担当教員一覧表 
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・ 平成 27 年度 大学見学会等の実施状況 
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富山大学経済学部（夜間主コース） 
 
18.学生の確保の見通し等を記載した書類 

 
1．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

1．1学生確保の見通し 

（1）入学定員設定の考え方 

以下の観点から経済学部夜間主コースの入学定員を現行から 30 名減の 30 名（経済学科 10 名，

経営学科 10 名，経営法学科 10名）とする． 

今回の経済学部夜間主コースにおける教育課程の改革は，導入科目の必修化，2 年次以降に学ぶ

専門科目における「基礎」と「発展」の類型化，初年次教育や入門ゼミナールを新たに導入するこ

とを中心とする少人数教育の拡充によって，幅広い知識，専門的学識，課題発見・解決力，コミュ

ニケーション能力の一層の向上を図るものである．  

とりわけ，夜間主コースにおいては就学，就業状況が多様化しており，学生一人一人の学修ニー

ズと学修計画を踏まえた対応が必要となる．そこで，一層の少人数指導が可能となるように入学定

員を 30 名とした．同時に，学生相互の啓発を通じた知識や能力の獲得を促すためには関心ある学

問分野を同じくする学生が一定数在籍することが必要と考え， 1学科の入学定員を 10名とした．  

 

（2）定員充足の見込み 

今回の教育課程の改革は，これまで経済学部が実施してきた教育課程の質を高めようとするもの

である．現行の教育課程については，志願状況や受験状況から判断して，受験生や高等学校の進路

指導担当教員から一定の評価を得ていると考えられ（別紙１），その質的向上を図る今回の改革に

ついては，これまで以上の評価が得られるものと考えられる． 

また，今回の改革を構想するにあた

って，平成 27 年度入試の本学部志願

者の出身高等学校の進路指導担当教

員を対象として，本学部での教育課程

や指導の方向性についてアンケート

調査を実施した．アンケートの送付先

637校のうち，327校より回答を得た． 

調査の結果，本学部において充実を

求めるカリキュラムとして，「関心あ

るテーマに関する分野横断型のカリ

キュラム」や「学問体系に沿った系統

的な学習が可能となるカリキュラム」

に対するニーズが高かった（下図）．

今回の教育課程の改革は，すべての学生が経済，経営，法学の基礎を導入科目（必修）として学ぶ

ことによって，2 年次以降の分野横断的な学修の実質化を図るものであり，受験生並びに進路指導

担当教員の支持を得られるものと考えられる． 

高等学校進路指導担当教員アンケートの対象属性 
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さらに，力を入れるべき指導項目に

関する質問では，「学術的なカリキュ

ラム」の他，「就職支援」や「教職員

による丁寧な指導」，「少人数教育」に

高いニーズがあることが判明した（右

図）．今回の改革は，1年次から 4年次

まで切れ目のない少人数教育を実現

することとしており，入学定員の変更

による教員あたり学生数の低下を通

じた教育・研究指導の高密度化と併せ

て，受験者や進路指導担当教員のニー

ズに沿うものだと考えられる．また，

就職支援については，直接的な就職支

援業務のみならず，今回の教育課程の改革において，本学部で身に付けさせる専門的学識の社会に

おける実践的活用を意識した社会連携科目の拡充を通じて，専門教育の進路選択への役立ちを高め

ることを目指しており，受験者や進路指導担当教員のニーズを踏まえたものとなっている． 

以上のように，今回の教育課程の改革は，高校生や進路指導担当教員のニーズを反映するととも

に，現行から入学定員を 30名削減することもあり，入学定員の充足は可能だと考えられる． 

 

1．2 学生確保に向けた具体的な取り組み状況（予定） 

 本学部ではこれまでも高校訪問やオープン・キャンパスを通じた広報を実施してきた（別紙 2）

教育課程の改革後についても，本学部の専任教員による高校訪問，オープン・キャンパス，ホーム

ページやパンフレット等による広報，県内の高等学校校長・進路指導教員との意見交換等の実施に

より，改革の狙いや期待できる効果を説明する． 

 

 

2．人材需要の動向等社会の要請 

2．1 養成する人材像や教育研究上の目的 

経済学部は，個人を尊重する共生の精神を基礎に，国際的・歴史的視野からの学術研究を推進す

るとともに，社会科学諸分野に関する体系的かつ横断的な学識を備えた，(1)グローバルな視野を

持った地域経済を担う人材，(2)イノベーション創出を金融や財務面から支える人材，(3)地方創生

を政策やマネジメントの面からリードする人材，を養成することを目的として，多様な社会問題を

n=327 
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